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立原歯科医院

理事長・院長　立原正仁
〒317-0077茨城県日立市城南町3-1-33

TEL：0294-22-0777

歯科のプロフェッションとして

「質の高い治療」を追求する

茨城県日立市にある「立原歯科医院」は半世紀にわたって地域住民の口腔内の
健康を支えてきた。2代目となる立原正仁院長が目指すのは「質の高い歯科治
療」。1つひとつの診療過程を丁寧に行い、先端医療機器なども活用しながら
理念の実現へ突き進む。診療に対する想いや工夫していること、治療の質を
高めるために取り組んでいることなどについてうかがった。

病医院
訪問

●　DATA

医療法人社団春風会
立原歯科医院
ペリオ・インプラントセンター

診療内容等

一般歯科・予防歯科

小児歯科・インプラント

義歯・ホワイトニング・審美歯科

診療時間

月・火・水・金	 　9：30〜 13：00
	 14：30〜 18：30

土	 　9：00〜 13：00

	 14：30〜 17：30

木曜・日曜祝日は休診

訪問先

1日約40人の患者が来院する
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全5台のユニットを備える

● 
1つひとつの作業過程を丁寧に行い

「質の高い治療」を提供していく

──コンセプトは「質の高い治療」なのですね。
立原　そうです。使う材料や治療時間が限られる健康
保険適用の治療であっても、できる限り1つひとつの
工程を丁寧に行うことで、よい状態を長く保つように
したいと考えています。たとえば、患者さんの歯の型
を取る際に専用の接着剤を活用しながら精密さを高め
たり、詰め物や被せ物の治療の際に顕微鏡等を使って
患部を拡大しながら行ったりしています。
　歯科医療に携わる専門的な立場として、可能な限り

「質の高い治療」を提供していくことを常に心掛けて
います。多くの患者さんは、歯科治療の細かな優劣を
判断できないものと思いますが、患者さんの目に見え
ない行程においても丁寧さにこだわり、「質の高い治
療」を施し続けることが、歯科医療人としての誇りで
あり、患者さんの喜ぶ顔を見ることこそが、この仕事
をしていて一番冥利に尽きる瞬間だと感じています。
──歯科用CTも導入されていますが、それも「質の高
い治療」に役立っているのでしょうね。
立原　インプラント治療をはじめ、さまざまな歯科治
療における診断の質が高まります。特にインプラント
治療では、歯科用CTは欠かすことができなくなって
きました。歯科用CTは3次元で立体画像を撮影でき
る機器です。あごの骨の奥行きまで可視化できますか
ら、平面画像（二次元）に留まるレントゲンに比べて得
られる情報量が圧倒的に多い。インプラントは歯を
失った部分にチタン製の人工歯根を埋めてそこに人工
歯を被せるものですが、従来の二次元のレントゲンだ
けで診断をした場合、手術中に歯肉を切り開いた時に

● 
勤務医時代の未熟さを痛感し承継後は勉強会に
積極的に参加して歯科治療を改めて学び直す

──まずは貴院の成り立ちについてお聞かせください。
立原　当院は父が50年ほど前に立ち上げた歯科医院
で、私が1992年に承継しました。継いだのは父の急逝
にともなってのことだったのですが、私は当時25歳、
日本大学歯学部を卒業し、歯科医師になって2年目で
した。父は亡くなる前から体調が優れず、私は大学を
卒業した後に地元に戻り、同じ日立市内の間宮歯科医
院に勤めることになりました。その後父の急逝にとも
ない、戸惑いはありました突然の院長就任となりまし
た。勤務医当時の間宮歯科医院は患者さんが非常に多
い診療所で、1年半という短期間ですがさまざまな分
野の治療を経験させていただき、若輩者なりに「院長
としてもやれるのではないか」とも考えていました。
──承継後、その考えに変化はありましたか。
立原　ええ。甘かった、というのが正直な気持ちです。
承継して2、3年くらいでしょうか。勤務医時代に治療
をした患者さんの口の中が、予知してないようなかた
ちで不具合が出てくることもあり、再治療を余儀なく
されることがたびたび起こったのです。長くよい状態
を保たせてあげたいと若いなりに自信を持って治療を
行ったわけですから、予想に反した結果に愕然としま
した。自分の歯科治療に対する自信は慢心であったと
痛感しました。そこからです。歯科医療を学び直そう
と勉強会に通うようになり、休診日を活用しては東京
をはじめ各地で開かれる、第一線で活躍する歯科医の
研修会に参加しました。
　なかでも印象に残っているのは、噛み合わせ治療の
権威である藤本順平先生の1年にわたる研修会です。
藤本先生は「歯科医学は科学。口腔内に問題が起きた
場合は必ず何らかの原因がある。その原因を把握でき
なければ、同じ失敗を繰り返す」とおっしゃられてい
ました。藤本先生の話を聞いたことで、当時28歳の自
分は「もっと質の高い治療を行わなければならない」
と強く思うようになり、局所の患歯のみを診るのでは
なく、口腔内を1つの器官として捉え、咬合全体を診
て適切な診断をしていくことを常に心掛けるようにな
りました。口腔内の咬合治療（噛み合せの治療）を行う

「フルマウス（全顎治療）」は、現在、当院の診療のなか
で、基本的な診療理念となっています。
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問題を引き起こしているだろうと思われる原因、そし
て問題の解消方法などを説明します。強い痛みを訴え
るなど応急処置の必要性があればそちらを優先し、状
態が一段落した時に改めて説明の時間を設けて、ご自
身のお口のなかの問題点をさまざまな情報を提示し、
ご認識いただいております。
──現在の患者層についてお聞かせください。
立原　現在は平均して1日40人ほどの患者さんが来院
されます。年齢層は子どもからご高齢の方まで幅広
く、日立製作所の事業所や工場、研究所が市内に点在
していることもあり、会社勤めのご家庭の方が多いこ
とが特徴です。
　近年の患者さんが来院される主な訴えとしては、歯
周病治療や治療後のメンテナンス、さらには現在お口
のなかに疾患はないが予防のために歯科を受診する、
といったケースが増えているように感じます。継承し
た当時は、歯の痛みを訴えて来院された方が圧倒的に
多く、お口のなかを詳しく調べると歯周病だった、と
いうケースが多かったです。当院では、歯周病治療に
力を入れていること、さらには近年歯周病への国民の
関心度が高まり、特に症状のない段階から「歯周病を
診てほしい」と望まれる方が増えています。
──メンテナンス希望者も多いのですね。
立原　虫歯や歯周病を予防する上で最も重要なこと
は、丁寧な「セルフケア」と、定期的な歯科での「プロ
フェッショナルケア」の両輪です。この両輪であるメ
ンテナンスを継続することで大幅に予防できる可能性
は高まり、質の高い快適な日常生活を送ることができ
ます。診察のなかで「プロフェッショナルケア」に訪れ
る患者さんは多くなりました。現在、診療台は5台あ
りますが、そのうち2台は予防歯科（メンテナンス）専

予想外の状態だったというケースも多くありました。
　インプラント治療ではサージカルガイドも質の向上
に寄与します。これは人工歯根を埋める際、埋入位置
と角度、深度を事前に設計されたマウスピースのよう
なもので、手術中に患者さんの口腔内に装着します。
歯科医はサージカルガイドに空いた穴に沿って規格さ
れたドリルを挿入し施術することにより、安全性と正
確性、治療スピードが格段に向上します。歯科用CT
とサージカルガイドの併用は、精度の高いインプラン
ト治療を行う際に現在では必須となっています。
──診療時に心がけていることをお聞かせください。
立原　患者さんの現在おかれた環境を考慮し、いくつ
かの治療法を提示して患者さんに選んでもらうこと、
限られた状況でも予知性のある「質の高い治療」を提
供していく、この2つを常に意識しています。先ほど
インプラント治療での工夫点を伝えましたが、歯を
失った時に行う治療法の最善策はインプラント治療の
みとは限りません。確かに入れ歯やブリッジとは違っ
て周囲の歯に負担をかけませんから、口腔全体の歯の
健康を考えれば有意義な治療法の1つではあります。
　歯への価値観や口腔内の状況は患者さんによってさ
まざまです。患者さんの治療内容を選択するにあた
り、年齢や経済状況、家庭環境も大いに関係しますの
で、歯科医としての見解を伝えつつ、患者さんが納得
して治療を進めていくことを常に心掛けています。患
者さんが選択された方法のなかで、できる限り精度を
高めていくことが私の役割だと考えています。

● 
6歳の子どもにもわかるように
治療計画の「見える化」を徹底する

──患者に説明をする時にはどんなことに留意してい
ますか。
立原　ドイツの理論物理学者であるアルベルト・アイ
ンシュタインの言葉に「6歳の子どもに説明できなけ
れば理解したとは言えない」とあります。この言葉を
常に意識し、わかりやすい説明を心がけています。専
門用語をあまり使わずにかみ砕いた表現で伝えるほ
か、口腔内の問題や治療の「見える化」を図るようにし
ています。診療台の前にあるモニターにレントゲン写
真や口腔内写真、アニメーションソフトのイラストや
動画を表示して、患者さんの口腔内の現状と問題点、

小児の患者用にキッズスペースを設置
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用に使用し、診察時間およそ1時間の歯科衛生士の「プ
ロフェッショナルケア」に費やしています。

● 
MX2を導入した経営管理では
高額な設備投資の検討に役立てる

──スタッフ教育で重視していることはありますか。
立原　当院には現在、歯科衛生士、歯科助手、受付が
計10人在籍しています。やはり、コミュニケーション
を積極的に図って信頼関係を築くことを最も意識して
おります。信頼関係があればお互いの問題点や課題を
言い合え、改善ポイントを模索できますので、結果的
に患者さんの満足につながるものと考えております。
　定期的にミーティングを開いて患者さんの情報を共
有することに加え、勉強会にもスタッフ全員一緒に参
加しています。特に、歯周病やインプラント治療を終
えた後は、治療後のいい状態を維持することが大切で
あり、難しくもあります。治療後のメンテナンスにお
いて歯科衛生士の存在は欠かせません。メンテナンス
を担当する歯科衛生士の知識や技術の向上は、常に心
掛けて絶えず進歩していかねばなりません。今は、患
者さんがインターネットを使うことで手軽にさまざま
な情報が得られる時代なので、歯科衛生士をはじめス
タッフが深い知識、情報を持つことが患者さんの信頼
を得る上でとても大切であると感じます。
　そして、勉強会が終わった後は一緒にお酒を酌み交
わします（笑）。最近では「飲みニケーション」が廃れて
いるなどの報道もありますが、当院では盛んです。食
事を通しての方が話しやすいこともあると思います。
──安定経営のためには適切な経営管理も重要ですが。
立原　顧問の湯原拓税理士に勧められ、「TKC医業会
計データベース」（MX2）を経営管理ツールとして導入
し、毎月の患者数や医業収益などを確認しています。
留意しているのは収益と設備投資のバランスです。当
院はCTなどの先端機器を備え、今後も診断と治療の
質を高めていくためにその時々における優れた機器を
導入したいと考えています。一方で、機器を導入して
採算が取れるかどうかを考慮することも重要です。
──最後に、今後の展望をお聞かせください。
立原　歯科医院は今後、「治療ではなく予防を目的に
通うところ」という認識が広まっていくだろうと思い
ますし、そうなってほしいと願います。予防歯科をさ

らに充実させていくことが当院のミッションの1つで
あり、具体的には年スパンでの予防プログラムを考案
して、乳幼児から成人期に至るまでの予防ケアシステ
ムのご提案、といったメンテナンスの「見える化」を
図っていきたいです。長期的な予防プログラムが具体
的にわかれば患者さんとしても歯科医院への通院が習
慣化しやすいのではないでしょうか。結果的に虫歯や
歯周病の予防率も高まると思います。
　「行為なき論理は空虚であり、論理なき行為は暴力
である」。ドイツの哲学者、イマヌエル・カントの言葉
は最も歯科に当てはまる言葉だと考えます。
　口腔内の問題点と原因を追究してそれを精査し、長
期的に「予知性のある、質の高い歯科医療」の提供を診
療理念に掲げ、今後も日々精進してまいります。

（平成30年6月11日/医療ライター 庄部勇太）
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数値の動向を細部まで注視し
ベストなアドバイスを行う
湯原税務会計事務所

所長・税理士　湯原　拓

もともと立原正仁院長との出会いは2009年の頃、
TKC医会研からの紹介でした。立原院長の理念に私
も感銘を受け、会計・税務面はもちろんのこと、経営
面においても全力でサポートさせていただいており
ます。先般は、事業承継を見据えて認定医療法人への
移行も支援させていただきました。巡回監査におい
ては、特に自費の割合や材料費、技工代など細部にわ
たる数値の変動を注視して、その時々におけるベス
トなアドバイスを心がけています。

病医院訪問

写真右が立原正仁院長、左は湯原拓税理士


